
® サイレンス
給排水管床貫通部の防火防音措置工法

DAN C第200401号

マンションなどの排水竪管として
よく使用される合流継手（鋳鉄）、
鋳鉄管、DVLP 管などの床貫通部の
防火防音措置に最適です。
また、給水竪管にも使用できます。

防音性に優れています。
　　　固体伝搬音を低減することにより、
　　　排水騒音を大幅に抑えることができます。

施工性に優れています。
　　　管に巻きつけ
　　　モルタルで埋め戻すだけでOKです。

汎用性に優れています。
　　　どんな形状の管にも簡単に施工できます。

® サイレンス

特長

製品仕様

認定条件

施工手順

製品サイズ品　番
厚さ6×幅20×長さ960mmHMS-20S

HMS-20L
※ビニルテープが不足した場合、市販品をご使用ください。

※ＤＶＬＰ＝排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管
**胴体部の外径を示す。 **胴体部の外径を示す。

入　数
55本
110本

ビニルテープ
2巻
4巻

❶
合流継手に
ヒートメル-
サイレンスを
隙間無く
巻き付ける。

❷
ヒートメル-サイレン
スの突合せ部分も隙
間ができないように
押し付けながら巻き
付ける。

❹
　合流継手を
　取り付け
　モルタルで
　埋め戻す。

特許出願中

合流継手

ヒートメル-サイレンス
モルタル

床

拡大認定
取得

新消防評定
取得

厚さ6×幅20×長さ960mm

管　種 合流継手
呼び径 80 100 125

5本 5.5本 6本

直　管
80 100 125
4本 4.5本 5本床厚200mm※

管　種 最大径
　180mm**
140mm
139.8mm

最大開口サイズ
φ260mm

最小床厚さ

139.8mm
156mm

■1箇所あたりに使用する本数の目安

■国土交通大臣認定　PS060FL-0333 <125A以下対応>
■（財）日本消防設備安全センター評定
　共住区画対応KK19-110（評18-078号）

■国土交通大臣認定　PS060FL-9065 <100A以下対応>
■（財）日本消防設備安全センター評定
　令8区画対応（評12-052号）

使用する本数は管種・管径・床厚によって異なりますのでご注意ください。
※特定共同住宅のみ適用

拡大認定取得

鋳鉄製管継手
鋳鉄管
DVLP※

ステンレス鋼管
耐火二層管

φ182mm
180mm

管　種 最大径
170mm**

114mm
90mm

最大開口サイズ
φ260mm

最小床厚さ

φ210mm
φ160mm

鋳鉄製管継手
DVLP

ステンレス鋼管
140mm

消防法改正のお知らせ

令８区画でご使用の場合は、下表の条件にてご使用ください。

従来まで運用されてきた消防庁予防課長通知（消防予第53号通知）
が2007年4月に告示化されました。この改正を受けて・・・

従来通りに運用されます。
（下記をご覧ください。）

新たな共住区画の評定番号（KK○○－○○○号）
で運用されます。

令8区画

共住区画

❸
その上にビニル
テープを巻き付
ける。

4本 4.5本 ー床厚150mm 3本 3.5本 ー

（125A）
（125A）
（125A）

（100A）
（80A）（125A）

超高層住宅
対応

超高層住宅
対応

国土交通大臣認定 : PS060FL-0333、9065　（財）日本消防設備安全センター評定 ： KK19-110号（評-18-078号【共住区画】、評12-052号【令8区画】）



測定施設の概要 ： 測定室容積8.4m3（1.82m×1.88m×2.45m）

ヒートメル-サイレンスの騒音防止効果を測定によって確認し、その概要を以下に示します。

騒音測定条件

® サイレンス
ヒートメル-サイレンスの騒音防止効果に関する測定結果

一般工法 ヒートメル-サイレンス工法項目

鋳鉄管100A排水竪管

モルタル ヒートメル-サイレンス

グラスウール24K@25mm
+遮音シート@1mm巻き 無し

貫通部

排水竪管
の遮音

石膏ボート@9.5mm2重張り
+グラスウールボード32K40mm

石膏ボート@9.5mm1重張り
+グラスウールボード32K40mm壁

吊りボルト吊金物

1
❶比較対象の防音仕様
　排水竪管の防音仕様は、一般工法とヒートメル-サイレンス工法の2種類に
ついて実施しました。
❷排水方法
　排水は、水のみを排水した場合（以下流水音という）と、代用汚物（みそ
50g+トイレットペーパー3m）を排水した場合（以下汚物音という）の2通り
で実施し、実施回数はそれぞれ、流水音5回、汚物音25回としました。
❸測定方法
　測定は、実験住戸の2階に設置した便器から排水し、1階の測定室において
排水により発生した騒音を、測定室中央の床面から1.2mの高さに設置した
騒音計により測定しました。
❹騒音レベルの読み取り
　騒音レベルは、発生した騒音のピーク値を読み取りました。

2 測定概要

測定結果は、読み取った騒音レベルの平均値で示しました。

3 測定結果

本　　社　0100-8322 東京都千代田区丸の内2丁目2番3号（丸の内仲通りビル）  1（03）3286-3337

本　　社　0101-0047 東京都千代田区内神田2丁目16番8号（古河電工神田ビル）  1（03）5297-8640
関西支社　1（06）6346-4181
中部支社　1（052）931-8336
首都圏西営業部　1（044）430-0033
東北支店　1（022）267-0771
新潟営業所　1（025）243-9577
静岡支店　1（055）951-0515

中部支社　1（052）931-8336
北海道支店　1（011）251-5991
宇都宮支店　1（028）624-6894
北陸営業所　1（076）431-0863
中国支店　1（082）246-0881
沖縄支店　1（098）863-2226

九州支店　1（092）483-5561
北関東支店　1（048）527-4041
長野営業所　1（026）223-1873
四国営業所　1（087）851-3255

防災事業部　0254-0016 神奈川県平塚市東八幡5丁目1番8号  1（0463）24-9341

●技術事項のご相談・お問い合わせは

●販売に関するお問い合わせは

株式会社 古河テクノマテリアル
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測定室

測定点

スタイロフォーム
＋ベニヤ板

便器接続用フレキ

洋風大便器 貫通部
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一般工法

100A 100A

ヒートメル-サイレンス工法

ヒートメル-
サイレンス

石膏ボード9.5mm、2重貼り
グラスウール32K　@40mm

グラスウール24K　@25mm
遮音シート　@1mm巻き

モルタル

吊ボルト

石膏ボード9.5mm
グラスウール32K　@40mm

吊ボルト
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0
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古河エレコム株式会社

関西支社
中部支社
九州支社
中国支社

1（06）6346-4061
1（052）972-8120
1（092）483-5533
1（082）246-8521

東北支社
北海道支社
四国支店
北陸支店

1（022）225-4221
1（011）251-7163
1（087）851-3255
1（076）433-7329

沖縄支店
北九州営業所

1（098）863-2226
1（093）513-8031

DIC579 K


